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Ⅰ 図画工作科研究の方向性               

１ 主題設定の理由  

「小学校学習指導要領（平成29年）解説 図画工作編」では，図画工作科における授業改

善の方向性が次のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 前研究では「自分の表したいことを追求し，つくりだす喜びを味わう図画工作科の学習」，

を研究主題として，表現と鑑賞を相互に繰り返しながら，発想や構想，技能，鑑賞のそれぞ

れの能力を関連させる授業づくりを進めてきました。これにより，児童同士の対話が活発に

なったり，題材における造形的な視点を明確にして活動をしたりすることができました。一

方で，児童の対話の内容が造形的な視点を基にしたものが中心になっているのかという課題

が残りました。 

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会芸術ワーキンググループ（以下芸術Ｗ

Ｇ）では，図画工作科の知識について「〔共通事項〕を学習の支えとして、形や色などの働

きについて実感を伴いながら理解し、表現や鑑賞などに生かすことができるようにするこ

と」としています。児童が感性を働かせながら自分なりに考えることが必要となります。 

全体研究主題「『新たな価値を創り出す子供』を目指した教育活動の創造」を受けて，図

画工作科では，形や色などについて学習したことが自分たちの生活や社会とつながっている

ことを実感し，自分たちの豊かな生活につなげる姿を「新たな価値創り出す姿」と押さえま

した。このような姿に迫るためには，自分が考えたり表したりしたことに対して，自分にと

っての意味や価値を見いだすことが必要だと考えました。 

そのためには，自分が考えたり表したりしたことが，自分にとって意味や価値のある表現

であるという自覚をもつことが必要だと考えました。 

そこで，研究主題を「自分との対話を軸として，自分にとっての意味や価値をつくりだす

図画工作科の学習」と設定しました。自分との対話を基にした鑑賞と表現を相互に繰り返す

ことで，自分と他者の表現や考えに触れ，自分はどのようなものをよいと感じるのかを捉え，

自分にとっての意味や価値をつくりだす学習を目指します。 

 

２ 目指す「新たな価値を創り出す」児童の姿 
図画工作科における「子供が創り出す『価値』」を以下のように押さえました。 

①自ら問いをもって，探究する 

ことの価値 

自らが表したいことを見付け，どのように表すかを考

えながらつくり，つくりかえ，つくること。 

②人と関わり，協働して探究する

ことの価値 

他者と対話し，様々な表現や考えに触れることで，自

他のよさに気付き，表現や考えを豊かにすること。 

③探究する中で得た内容知や方法知

の価値 

「造形的な見方・考え方」を働かせ，生活や社会の中

の形や色などと豊かに関わること。 

題材など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，

児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，造形的な見方・

考え方を働かせ，表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習の充実を図

ること。 



61 

 

 

Ⅱ 研究内容の具体                     
１ 「探究型の学び」のイメージ 

 芸術ＷＧおける審議で示された「図画工作科，美術科，芸術科（美術・工芸）における学

習過程のイメージ」を基に，本校図画工作科における探究型の学びを整理し，以下のように

押さえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 学習の中で発想や構想の能力，創造的な技能，鑑賞の能力が学習過程の中で相互に関連し

ながら働くようにしました。これらの能力は，分けて育成をしたり，学習活動を順序性をも

って進めたりするものではありません。学習はどこからスタートしてもよく，また，行きつ

戻りつしながら一体となって働くようにすることが大切です。自分との対話を基にした鑑賞

をすることで，常に自分との対話を意識して，自らの表現や考えを深めていく姿を目指しま

した。 

 

２ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授業デザイン 
中教審では，「令和の日本型学校教育」の構築に向けた今後の方向性を「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を一体的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善につなげることとしています。図画工作科では，「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を次のように押さえました。 

 

 

 

 

 

 

図画工作科の授業は，それぞれが自らの作品をつくりだすという行為において個別的であ

り，活動する様子を互いに目にすることを通して自然な鑑賞が行われているという点で協働

的だと言えます。それらを基としながらも，教師が意図的に個別的な学びや協働的な学びを

深められる授業づくりをすることで「探究型の学び」のイメージ図の学びが加速すると考え

ました。また，これらの学びはそれぞれが独立して行われているのではなく，一体となって

深まっていくと考えられます。これらの学びを充実させ，表現や考えを豊かにする授業デザ

インについて研究を進めました。 

◆図画工作科における「個別最適な学び」 

対象や事象を造形的な視点で捉え，自分との対話を通して，自分の表現や考えを深め，

自分にとっての意味や価値をつくりだすこと。 

◆図画工作科における「協働的な学び」 

 対象や事象を造形的な視点で捉え，他者と鑑賞や表現をし合うことを通して，自他の

表現や考えを広げ，自分にとっての意味や価値をつくりだすこと。 
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≪鑑賞学習追求レベル表を用いた鑑賞の設定≫ 
鑑賞学習追求レベル表（新関・松岡「鑑賞学習ルーブリック」を参考に作成）を用いて，

Ｂ鑑賞だけではなく，Ａ表現での鑑賞についても児童の鑑賞追求レベルを設定しました。鑑
賞学習追求レベルを設定する目的は，自分との対話や対話的な鑑賞を通して学びを深める児
童の姿を想定し，教師の手立てを明確にすることです。題材の中で造形的な見方・考え方を
どのように深めていくのかを児童の姿としてイメージすることで，授業の組み立て方を工夫
することができると考えました。 

≪造形的な見方・考え方を働かせる導入の工夫≫ 
題材の導入では，全体指導で題材の中で働かせる見方・考え方を児童が掴むことができ

るような工夫をしました。他者と協働しながら題材のねらいや大事にする造形的な視点に
気付くことが，その後の個別的な学びにつながると考えました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

追求レベル４
★★★★

追求レベル３
★★★

追求レベル２
★★

追求レベル１
★

(C)
造形要素
とその効

果

(C)-1
形，色

各レベル
の基準
（本題材
のもの）

　彫刻刀で彫った形や表現
の特徴に気付き，それらか
ら感じることや，表現の効
果などについて，根拠を挙
げて批評している。

　彫ったり刷ったりして，彫刻刀に
よる表し方の特徴やその効果につい
て，自分なりの根拠をもって考えた
り説明したりしている。

　彫ったり刷ったりして，使った彫
刻刀の種類や彫り方による表現に気
付き，違いやその特徴について触れ
ている。

　彫ったり刷ったりして，彫刻刀に
よる表現に関心を向けている。

　他者の見方・感じ方に対
する自分なりの意見（共通
点や相違点など）を，根拠
を挙げながら具体的に述べ
ることでレベル４につなげ
る。

　色々な種類の彫刻刀の表現を組み
合わせたり，彫刻刀を使い分けたり
して自分の表したいことに合わせた
表現を工夫している。
「輪郭をくっきりと彫りたいから，
印刀と丸刀を組み合わせて使うとよ
さそうだな。」
「他の彫刻刀と比べて三角刀は鋭い
線がつくれるから，毛並みを表すの
に使えるな。」

　彫刻刀の種類によってできる形を
比較したり，繰り返し彫ってよい彫
り加減を探したりしている。
「切り出しを使うと丸刀の終わりが
真っすぐにできるんだな」
「丸刀と三角刀は線の柔らかさが違
うな。」

　彫刻刀で彫った形を見たり触った
りしている。
「三角刀で真っすぐ彫ると気持ちが
いいな。」
「上手に彫れた時の感触がいいな」
「長く真っすぐ彫れたな」

　他者の見方・感じ方に対
する自分なりの意見（共通
点や相違点など）を，根拠
を挙げながら具体的に述べ
ることでレベル４につなげ
る。

「短い線を集めることで流れている
ような感じになっているのが面白い
と思ったよ。」
「印刀と他の彫刻刀を組み合わせる
ことで輪郭がはっきりとした表現に
なるんだね。」

「輪郭線がくっきり出ているところ
は三角刀を使ったのかな？」
「同じ形を彫っても，彫刻刀を変え
ると感じが変わって見えるね。」

「この作品がなんとなく好きだ
な。」
「この模様が面白いと思ったよ。」
「印刷がくっきり上手に出てる
ね。」

自分自身との対話

《ほってすって見つけて　鑑賞学習追求レベル表》

他者との対話的な鑑賞

○題材名から考える 
教科書で示されている題材名は，学習内容が思い浮かび，意欲を喚起されるような

ものになっています。題材名から内容を予想することで，題材の中で大事にすること
の見通しをもつことができました。 
［実践例：３年「ぬのをつないで」］ 
「どのようにつなぐことができるか」「つないでどうするか」といった表現の見通し

を立てたり，題材名に続く言葉を考えたりしながら，題材のねらいに迫る活動を設定
する。 
［実践例：５年「立ち上がれ！ワイヤーアート」］ 
「立ち上がれ！」という言葉から，平面的につくるのではなく，立体的にしていく

ことを知り，どのようにしたら線を立たせることができるのかをみんなで考える。 
［実践例：６年「わたしの大切な風景」］ 
「大切な」という言葉の意味を考え，自分にとっての大切な風景は何かを思い浮か

べる。さらに大切な理由や思いを明確にしていくことで，思いを表すための表現を考
えることにつなげる。 
 
○未完成の参考作品から考える 
教師が用意した未完成の参考作品を見せたり，材料からできそうなことを考え，実

際に試したりすることで，児童の思考を促し，どのような見方・考え方を働かせてい
くのかを明確にしていきました。 
［実践例：１年「やぶいたかたちからうまれたよ」］ 
破いた形を児童に見せて，「何の形に見えるか」を問うことで，「見立てる」ことがこ

の題材で大事にする造形的な視点だということに気付くようにする。 
［実践例：２年「パタパタストロー」］ 
ストローを組み合わせてつくった

「動く仕組み」を見せることで，「自
分もやってみたい」という意欲を喚
起し，動きからどのようなことが表
せそうかを考える。 

 

この動きでどんなことが

できそうかな  何かつくれそう！  

手を振ってるみた

いに見えるな。 
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３ 子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫 

 児童が自らの表現を振り返ることは，自らの表現を改めて鑑賞し自分にとっての意味や価

値をつくりだす活動の一つだと考えました。巧拙に関する視点ではなく，自分自身の思いや

工夫を言語化することで意味や価値を自覚することができます。 

また，他者とよいところを伝え合うことで，自分とは違う表現や思いに気付いたり，自分

でも気付いていなかったよさを自覚したりすることができると考えました。 

  
○自分の作品や行為の振り返り 

自分自身の思いや工夫を言語化できるように「振り返りの視点」を児童に提示しま

した。提示した視点を介して振り返ることで，造形的な視点に着目することができる

ようになると考えました。 

また，児童の発達段階に応じて振り返りの例を提示し，文章の具体例を示しました。

振り返りの視点に沿った振り返りを積み重ねていくことで，児童が造形的な視点で対

象を見ることに慣れ，自分にとっての意味や価値をつくりだしていくことにつながる

と考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○よさを伝え合う振り返り 

 鑑賞の時間を十分確保している題材について，友人と作品のよさを伝え合うことで，

友人と見ている視点の違いや自分自身の表現のよさに改めて気付くことができまし

た。 

 
 

 

振
り
返
り
の
視
点 

題材や学年によって
振り返りの言葉の例を
変えます。 
 低学年は視点につな
がる言葉を１つ示し，振
りかえるようにします。 
 高学年は視点を自分
で選択し，自分と対話し
ながら振り返りをしま
す。 

振り返りの視点「形」の例 

 

＜空きようきのへんしん＞ 

形：○○を入れたいので，形を… 

  ○○の箱をいかして… 

 

＜立ち上がれ！ワイヤーアート＞ 

形：針金を立たせるには… 

  針金の形を変えると… 

 

振
り
返
り
の
例 

低学年 高学年 

自分の作品を
振り返った後に，
実際の作品や振
り返りのカード
を見ながら，感じ
たよさについて
コメントを入力
しています。 

４年生「元気のおまもり」 
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Ⅲ 研究実践                          

 

 

 

 

 

１ 研究授業のねらい 
本題材では，彫刻刀の扱いに慣れるとともに，組み合わせた板材の形から表したいことを

見付け，工夫して木版に表す力を育てることをねらいとしました。また，彫りや刷りの活動
を繰り返すことで木版画の特徴を知り，彫刻刀による多様な表現に気付くことができるよう
にしました。そのために，児童が彫刻刀の扱いに慣れ，彫刻刀の種類による表現の違いや組
み合わせを試す，「試しの時間」を十分に確保しました。版画は彫る・刷るという繰り返しの
中で表現と鑑賞を繰り返します。自分の表現だけではなく友達の表現を鑑賞することで，自
分自身の表現を広げられるように学習過程を工夫しました。試しの活動では，模様や形を彫
ったり，刷ったりすることで彫刻刀の扱いに慣れ，表現を確かめました。できた模様や形を
鑑賞し，友達がどのように表しているのかを考え，表現のよさを見付けました。  
本時では，試しの活動で得た知識を基にしながら表現をすることで，自分の表現を追求す

ることができると考えました。色々な形の版木を組合せたり，版木を彫刻刀で彫ったりしな
がら，児童が自分の表したいことに合わせて彫刻刀の種類や組み合わせ，彫り方を工夫して
表す姿を目指しました。 
また，本題材で彫刻刀の彫り方や種類による様々な表現のよさを知り，そのよさを取り入

れながら表現することで，５年生の彫り進み版画，６年生の版画表現につながる授業づくり
を目指しました。 
 

２ 題材の指導計画  

段

階 

時

間 
学習内容・学習活動 

評価規準・評価方法 
（○は指導に生かす，◎は記録に残す） 

枠内：目指す児童の姿 

学
ぶ
め
あ
て
を
も
つ 

①
② 

◇道具の安全な使い方の確認 
○彫刻刀の使い方を確認する。  

 ・両手を彫刻刀に添える。  

 ・前に向かって彫る。  

◇試しの活動 
○色々な種類の彫刻刀で試し彫りする。  

○版木に模様や形を掘る。  

 ・彫刻刀の種類とできる彫り跡に注目する。  

○版画紙に刷る  

 ・バレンの使い方を確認する。  

 ・使った彫刻刀を記録する。  

知 ○  

観察，対話，作品  

態 ◎（題材の中で見取る）  

観察，対話，作品  

確
か
な
追
求
・
解
決 

③
（
本
時
） 

◇試しの鑑賞と構想 
○鑑賞して気に入った表現を見付ける。  

 ・面白いと思った表現を見付ける。  

 ・使った彫刻刀や彫り方などの表現の仕方を見る。 

 ○表現を試す。  

・よいと思った表現を，自分で試す。  

・鑑賞して思い付いた新たな表現を試す。  

○作品の構想を考える  

 ・どんなものやことを表したいか。  

 ・どんな表現を使って表現したいか。  

思 ◎（③と⑦で見取る）  

観察，対話，振り返り  

 

④
⑤
⑥ 

◇表現の追求  

○版木を彫る。  

 ・前時の活動を振り返り，彫刻刀による彫り跡の違いを確かめる。  

 ・表したいことに合わせて彫刻刀を変えて彫る。  

 ・版木を切ったり組み合わせたりする。  

○版画紙に刷る。  

・彫り跡を確かめながら版画紙に写し取る。  

技 ◎（３時間の中で見取る） 

観察，対話，作品  

 

ま
と
め 

⑦ 

◇鑑賞と振り返り 
○自分の作品の鑑賞  

・自分の表現のよさを振り返る。  

○友達と作品を鑑賞し合う。  

・友人と表現のよさを見付け合う。  

思 ◎（③と⑦で見取る）  

観察，対話，振り返り  

 

 

 

４年生実践 『ほってすって見つけて』 
 
実践のテーマ：表現と鑑賞を往還することによって， 

自分の表したいことをどのように表すかを考える学習  

彫刻刀で木を彫る感覚をつかみ，

体全体を働かせて彫っている。一つ
の彫刻刀だけではなく，色々な彫刻
と使ったり組み合わせたりして，多

様な彫り跡をつくりだしている。  

 

 自分や友人の作品を見て，彫刻刀
による表現の生かし方や彫って刷
ることによって生まれる形の面白
さを感じ取っている。  

自分や友人の表現を見て，よさや
面白さ，表し方の工夫について感じ
取り，話し合っている。版木を組み

合わせて，どのような表現をつくる
か考えている。  

 版木を組合せたり彫刻刀で色々

な彫り方をしたりしてできる表現
に注目し，工夫して表している。  

繰
り
返
す 

繰
り
返
す 
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３ 本時の学習 

(1)本時の目標 
試しの活動の作品を鑑賞する中で，自分との対話を基に彫刻刀の表現の特徴やよさを捉え，

自分の表現に生かそうとする。 

(2) 本時の展開（７時間扱いの３時間目） 

学習内容と主な学習活動 研究との関わり・留意点 

１ 前時の想起（３分） 
・彫刻刀を使って模様や形を彫って刷っ
たことを確認する。 

「色々な種類の彫刻刀があった」 
「彫刻刀によって線が違った」 
 

２ 参考作品から考える（５分） 
・教師による参考作品を鑑賞することで，
造形的な視点に気付くように対話を促
す。 

 
３ 本時の課題の確認（２分） 
 
  
 
４ 鑑賞と表現（25分） 
 ○作品の表現を鑑賞する。（鑑賞ゾーン） 
 ・面白いと思った表現を見る。 
 ・作品について友達と話しをする。  
 ○よいと思った表現を試す（試しゾーン） 
・友達の作品の表現を真似して彫る。 
・友達の表現を見て思い付いた新しい表
現を彫る。 

 
５ 振り返りと次時の構想（10分） 
・鑑賞で見付けた，自分が「よい」と思っ
た表現をまとめる。 

 （どのような表現なのか，どのように表
したのか，どんな風に使えそうかなど） 

 
 
 
６ 次時への見通し 

・彫刻刀による表現を使い，彫ったり板を

組み合わせたりして，作品をつくること

を確認する。 

※鑑賞の際は版木と版画作品を両方用意し
ておき，彫り跡と刷った紙を両方確認す
る。 

※自分や友達の表現の「よさ」を見付ける活
動であることを強調する。 

 
◇個別最適な学び」と「協働的な学び」を実
現する授業デザイン  研究視点２  

 造形的な視点を基にした対話となるよう
に，教師の参考作品を鑑賞する。 

 
鑑賞学習追求レベル表を基に，追求レベル
に応じた机間指導を行う。 

・追求レベル１から２に上げる問い掛け 
「どんな所が気に入ったのかな。」  
「どんな風に面白いと思ったのかな。」  
「どの彫刻刀を使ったと思うかな。」  

・追求レベル２から３に上げる問い掛け 
「どこからそう思ったのかな。」  
「どんな表現に使えそうかな。」  
「実際にやってみてどんな感じがする？」 

 
※実際に作品を持って行ったり，クロームブ
ックで写真を撮ったりして，作品を手元で
見ながら真似をするのも可。  

※彫りのみで，刷りは行わない。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇子供が新たな価値を創り出すための振り
返りの工夫                研究視点３  

・振り返りの視点と例の提示 
 見付けた表現について，造形的な視点にそ
ってまとめることができるように振り返り
の視点と例を提示する。 

 

 
 
 
 

◇授業の見所・本時で願っている児童の姿 
自分との対話や作品との対話を通して，彫刻刀による表現の特徴やよさに気付き，自分

の表現を豊かにする児童の姿。  

【思考力・判断力・表現力】 
形の感じ，形の組合せによる感じなどを

基に，自分のイメージをもちながら，自分
たちの作品の造形的なよさや面白さ，表し
たいこと，表し方の違いなどについて，感
じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ
方を広げている。（観察，対話） 

彫刻刀の表現の特徴やよさを見付けよう。  

彫刻刀の種類や使い方によって色々な表
現ができそうだね。 
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４ 授業の実際 
 
 

 
 表現と鑑賞を一体化とした授業づくりを進める

ために，版に表す題材の見方・考え方を基に鑑賞学

習追求レベル表を作成しました。版で表す題材は，

彫刻刀の彫り跡と紙に刷った跡の両方を見ながら

児童は学習を進めていきます。本題材で初めて彫刻

刀を使うことも考慮し，彫刻刀の種類や彫り方によ

って表現にどのような違いがあるのか気付く児童

の様子を予想し，追求レベルを１～４まで設定しま

した。鑑賞学習追求レベル表をつくることで，児童

が「なんとなく」よいと感じた表現について，何が

よいと思ったのかを自覚したり，意識的に表現に使

ったりすることができるようになるまでの流れを教師がつかむことができました。また，見

方・考え方を働かせるためには，自分や他者との対話が大切です。作品のよさや感じたこと

について友人と対話する中で，自然と作品の形や色に目を向けることができると考えまし

た。そこで，見方・考え方を働かせた児童の姿や言葉を想定し，活動や学習環境，言葉掛け

に生かしました。これらを踏まえて，本題材で追求レベル１～２が現れる活動として，「思

うままに模様をつくる」試しの活動を行いました。また，追求レベル２～３が現れる活動と

して友人が試しの活動でつくった作品を鑑賞して，よいと思った表現を自分でまねる活動を

しました。 

 本時の学習では，よいと思う作品を探したり，自分でまねして彫ってみたりする活動の中

で「どうやって彫ったのだろう」と自分自身と対話しながら表現を追求しました。また，自

分が選んだ作品をつくった相手にどうやって彫ったか聞いたり，近くの友達と彫り跡につい

て話したり，造形的な視点に沿った対話がされていました。４時目以降では，１～３時間目

で得た造形的な視点を基にして更に自分の表現を深めることができました。 

また，本時の導入では，どのような見方・考え方を働かせるかの見通しをもつために，教

師が用意した参考作品を提示しました。参考作品からどのような感じを受けるか，どうして

そのように感じるのか，彫り方はどうしているのかといったことを問い掛けながら鑑賞を行

うことで，本時の学習の見通しをもたせることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 児童が自分の行為を振り返ることが，他者の作品から感じたことを言語化したり，自分の

表現を改めて鑑賞したりしながら自分にとっての意味や価値をつくりだしていくことにつ

ながると考えました。そこで，「振り返りの視点」を提示して，題材で大事にする造形的な

視点に沿った振り返りができるようにしました。「振り返りの視点」は，鑑賞学習追求レベ

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授業デザイン 

子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫 

【彫り跡について対話している児童の姿】 【自分の表現を追求している児童の姿】 

【よいと思う表現を探す児童の姿】 
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ル表をつくる際に基にした見方・考え方を視点として設定しています。本題材では，本時で

ある試しの活動の後と表現を深める活動の後に，２回の振り返りを行いました。 

Ａ児は，本時の試しの活動で，丸刀と三角刀で線の太さが変わることによさや面白さを感

じ，自分の作品に生かしたいと考えました。表現を深める活動では，丸刀と三角刀だけでは

なく，他の種類の彫刻刀も使いながら，線の太さや流れが表現できるように工夫をしました。

振り返りの視点を提示することで，改めて自分の作品を造形的な視点で鑑賞し，自分にとっ

てのよさや価値に気付くことができました。 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ １年次研究の成果と課題                        

１ 研究の成果 
 ○鑑賞学習追求レベル表を表現の題材でつくり，児童が自分自身と対話をしながら表現を

深めていく姿をイメージして授業を組み立てたことで，表現と鑑賞が一体となった授業

づくりを進めることができました。 

 ○振り返りの視点を設定し，題材で大事にする見方・考え方に沿って振り返りをしたこと

で，児童は，自分がよいと思った表現に気付いたり，そのために「どのような工夫をし

たのか」といったことを言語化したりする姿が見られました。 

 ○導入の工夫をすることで，題材で大事にする見方・考え方を捉え，見通しをもって活動

することができました。 

 

２ 今後の課題 
 ○鑑賞学習追求レベル表に表した追求レベルを上げるための手立てについて，教師の問

い掛けだけではなく，どのような学習活動を行っていくのかをさらに研究する必要が

あります。 

 ○「振り返りの視点」について，提示する視点の数や振り返りの例などを，学年に応じ

てどの程度示していくかを明確にしていく必要があります。 
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